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令和 3 年度第 5 回（Ｒ3.8.17）理事会の会

議状況や決定したことについてお知らせしま

す。第 5 回の理事会は、理事 11 名中 11 名が、

監事 2 名中 1 名が、事務局から 1 名の職員が

出席しました。第 5 回の議事は、報告 7 件（事

業実績/業務報告/剪定・除草地域別状況/他セ

ンターの状況/正味財産増減計算書における

収支状況及び資金繰表/インボイス制度/安全

パトロール）、議案 1 件（正会員の承認）、中

期事業基本計画推進委員会（第 5 次中期事業

基本計画）等でした。 

事業実績について 

6 月の受注実績(請負･委任･派遣の合計額)

は、4,643 万 7 千円、7 月の受注実績(同)は、

4,290 万 1 千円でした。前年は 6 月が 4,266

万 8 千円、7 月が 4,067 万 8 千円で、前年比

は 6 月が 108.8％、7 月が 105.5％となりまし

た。このうち派遣業務の実績は、6 月が 

1,175 万 8 千円、7 月が 1,249 万 8 千円でし

た。前年は 6 月が 758 万 4 千円、7 月が 

842 万円で、前年比は 6 月が 155％、7 月が

148.4％となりました。派遣事業は順調に受注

があり、前年を大きく上回っています。請負・

委任の職群別の 6～7 月実績では、除草が

2,224 万 4 千円で前年比 106.3％、剪定が

1,833万 8千円で前年比 90.1％でした。また、

会員数は、7 月末現在で、939 名(男 599 名、

女 340 名)となり、今年度に入って、5 名の減

（男 10 名減、女 5 名増）となっています。引

き続き、男性の減少、女性の増加傾向が続い

ています。 

業務報告について  

 6 月 15 日から 8 月 16 日までのセンターの

業務及び理事長・常務理事の勤務実績(理事長

6 月～20 日・7 月～19 日、常務理事 6 月、7

月とも 18 日)の報告をしました。 

剪定・除草地域別状況について 

 請負・委任業務の半分以上を占める剪定・

除草業務の平成 29 年度から令和 2 年度まで

の 4 か年の地域別状況を報告しました。受託

件数で見ると、剪定は河南地域以外は全て減

少しており、平田地域の減少率が▲22.2％で

最も大きく、一方、除草は全ての地域で減少

しており、斐川地域の減少率が▲39.5％で最

も大きくなっていること等を報告しました。 

他センターの状況について 

 総会議案書が送付される 47 センター（出

雲市を含む）の状況を材料費差額、正味財産

期末残高に焦点を絞って報告しました。 

正味財産増減計算書における収支状況及び資

金繰表について 

 シルバーの資金については、7 月末現在で

収入が支出を 1,122 万 7 千円上回っているこ

とと、普通預金が 3,404 万 3 千円、定期預金

が 1,252 万円となっており、今後普通預金は、

ほぼ 3,000 万円台で推移する見込みであるこ

とを報告しました。 

インボイス制度について  

 令和 5 年 10 月から導入が予定されている

適格請求書等保存方式(インボイス制度)、つ

まり現在配分金には内税として 10%の消費税 

が含まれていますが、これまでは会員の皆さ

んは免税事業者で納付する必要がありません

でした。制度が導入されると消費税を納付す

ることになりますが、その方法について 3 通

りのやり方があることについて説明しました。 

安全パトロールについて  

 従来、安全就業委員会委員だけで行ってい

た安全パトロールをより多くの目で確認する

ため理事も加わることにしました。 

正会員の承認について  

 6 月 15 日から 8 月 12 日までに受け付けた

23 名(男 14 名、女 9 名)の入会が承認されま

した。 

中期事業基本計画推進委員会について  

 第 5 次中期事業基本計画(令和 3 年度～7 年

度)(案)について説明し、協議しました。内容

的に主なものは会員数拡大で令和 5 年度末に

1,000 人の目標、請負・委任業務の減少を何と

か食い止め、1％ずつ伸ばしていくこと、増加

している派遣業務を更に 2％ずつ伸ばしてい

くことなど目標値を設定しています。 

※理事会を傍聴できます 

理事会の傍聴を希望される会員は、事務局

へご連絡ください。なお、定員は 8 名です。 

次の定例理事会の予定：10 月 19 日(火) 

(13:30-16:30 センター会議室) 

 


